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2000-2020における都市環境の変化

近代都市計画の抜本的な見直しの必要性

→都市計画制度のOS自体のバージョンアップ

もはや「近代」ではないことを示す多様な論説と

「近代」の特性を示す論説を俯瞰

【書き換えるべきOSの仕様の例】

均質性→「個性」：個別の空間が持つ質の重視

効率性→「効果」：当該空間がもたらす効果・効用を重視

コスト重視→「質重視」：空間の質的向上を目指す

利便性→「優先順位の評価方法」：多様な価値観を反映できる合意形成

日本基準→”Global Standard”：「違い」こそが価値に

KPI→文化・芸術重視：成熟都市の前提をいかに空間に反映させるか



もはや「近代」ではないことを示す
論説
• 三谷太一郎（2017）「日本の近代とは何であったか」岩波新書

• サスキア・サッセン著、伊豫谷登士翁（監訳）「グローバル・シ
ティ」（2008）ちくま学芸文庫

• マルクス・ガブリエル著、清水一浩訳「なぜ世界は存在しないの
か」（2018）講談社選書メチエ

• オギュスタン・ベルク著、篠田勝英訳「都市のコスモ
ロジー」（1993）講談社現代新書

• ハンナ・アーレント著、志水速雄訳「人間の条件」
（1994）ちくま学芸文庫

• イーフー・トゥアン著、山本浩訳「空間の経験」
（1988）ちくま学芸文庫

「近代」都市に関する多様な論説



2000－2020年の都市の変化

• 都市を取り巻く環境の変化により、実質的に空間その

ものが「近代」の枠組みでは捉えられなくなっている

• 都市への人口集中の受け皿となった「郊外」は、欧米

の概念としての理想の住まいに基づいていた（根本的

な自然との対立、理念としての理想化、私的空間への

偏重）

• 都市の発展と不可避な格差の拡大と地域（ローカル）

の再評価

• AIの労働の補完による労働の消失、仕事、活動に対す

る比重の高まり



多様性とイノベーション

イノベーション：新たな組み合わせ、異なる視点からの新し
い捉え方、新しい活用方法など

→多様性とイノベーションは切り離せない

→多様性のないところにイノベーションは生まれない（異種の
組み合わせが出来ない）

（既に実践されている例）

コインランドリー＋カフェ

廃小学校＋レストラン＋宿泊施設

日常生活＋旅（民泊）

→純化を求めた近代都市計画制度に基づく空間において、多様
性の確保やイノベーションの創造は容易ではない



効率的な住宅整備が必要とされた高度成長期

• 首都圏における
ニュータウンの開発

• 機能的な用途の配置

• 高い同質性（低い多
様性）

• 約10年前から衰退へ
の対策と再生への取
り組みが模索中

引用：堺市（平成22年）泉北ニュータウン再生指針



引用元：埼玉県日高市「武蔵高萩駅北土地区画整理事業設計図」

都市計画の母：土地区画整理事業
多様性という観点か
ら評価してみる

効率性、経済性（地価）
のみを評価軸にしている
と多様性は生まれない

• 効率性、経済性という
評価軸があると、安全
性はそこに飲み込まれ
やすい

→都市に対する評価軸を
増やす必要性



経年劣化する都市施設
• 標準設計と経年劣化

• 長寿命化：右下がりの曲線のカーブを緩やかにする発想

• 完成時が最も良い状態として設計される

• この結果、経年に対する恐怖感が生じる

引用元：国土交通省におけるコンパクトシティの取り組みにつ
いて（平成25年8月26日）



他地域と同等の施設の整備
高台移転事業

引用：市報いしのまき（平成30年12月1日号）



移転元地（低平地）
効率的とは言い難い作業、場所



多くの人を惹きつける（効率性≠空間の魅力）



低平地のガーデンの特徴

• ヒューマンスケール

• 再現性不可能→記憶の継承

• 手作りの空間→時間の流れが遅く、何度でも手
戻り可能

• 多くの人が関わる空間

• 完成がない

• 空間のマネジメントとは、完成時の状態に空間
を維持するのではなく、空間を育てること（変
化し続ける空間）



都市再生について



第3回松戸市都市再生緊急整備地域準備協議会資料(2018.11.19)

松戸駅周辺都市再生の方針

「労働」「仕事」「活動」の実質的な
変化に空間がどれだけ追いつけるか



第3回松戸市都市再生緊急整備地域準備協議会資料(2018.11.19)



第3回松戸市都市再生緊急整備地域準備協議会資料(2018.11.19)



都市再生緊急整備地域における
新しい都市計画の実現可能性

• 都市計画の基本OSが変わらないので多様性やイ

ノベーションはあくまでも都市再生における

「味付け」になる

• 「味付け」からOSの変更にどこまで到達可能か

• 掛け合わせ、新しい解釈、新しい活用方法を都

市計画のイノベーションとして、都市再生事業

にどのように導入できるか


